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秋麗の候、秋晴れに鰯雲が流れる頃となりました。皆様お変わりなくお過ごしでしょうか。

いつも格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 さて、ほまれの家では９月中旬からWEB チーム・

デザインチームを中心に新たなお仕事を数件頂戴しており、スタッフ一同鋭意作業中です。会計業務の請負も

引き続き募集中ですので、煩雑な業務を外注化して作業効率の向上をお考えの皆様、ぜひ当社にご用命のほどを

何卒よろしくお願い申し上げます。
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「女性による女性のための相談会」が中区の波止場会館で開催されます！

今、このほまれ通信をお読みになっている女性の皆様で以下のような悩み事を一人で抱えておられる方々も

多いのではないでしょうか？

〇生活の不安：貯金が底を尽きかけている・家賃や光熱費、携帯料金が払えない・食費を削っている

〇仕事の悩み：ハラスメントにあっている・クビになるかも・クビになった・仕事でケガをしたり病気になった・賃金を払って

もらえない

〇家庭や身体の悩み：家族やパートナー（元）との関係がつらい・子育てがつらい・妊娠に悩んでいる・病気で病院にか

かりたいけどお金や保険証がない 等々……。

そんなお悩みに対応するためにオール女性スタッフ・専門相談員による「女性による女性のための相談会」が

10月 29日（土）に横浜市中区の波止場会館で開催されます。 当日は各種悩み相談、専門相談窓口が開設される

ほか、外国語での相談や子連れの方には相談中の託児対応もされ、その他にもリラックス用のカフェや食品・生理用品・

マスクなどを扱うマルシェも開かれ、無料Wi-Fi も開設されます。横浜・神奈川以外の方でも相談に乗っていただけます

ので、おひとりで悩んでその苦しさが手遅れになる前にまずはご相談をして具体的な支援につながれるように

されてみてはいかがでしょうか？。

日時：10月２９日（土） 10:30～15：00（受付時間） 場所：波止場会館（横浜市中区海岸通1－1）

会場アクセス：①みなとみらい線「日本大通り駅」２番出口から徒歩５分 ②JR ・市営地下鉄「関内駅」から徒歩１５分

③横浜駅・桜木町駅から市営バス26系統で「大桟橋」下車徒歩３分

主催：女性による女性のための相談会＠かながわ Twitter アカウント：@kanaforher

後援：神奈川県・横浜市・神奈川県弁護士会
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今回は会計チームスタッフさんが撮ってきてくださった横浜の夜景を2枚ご紹介。左は象の鼻パークから

ランドマークタワー、ワールドポーターズを臨む光景。バックの夕焼け雲とビル群の灯りのコントラストが

ダイナミックです。右は山下公園から眺めた氷川丸。秋の宵の口、涼しい夜の浜風が感じられるエレガント

な一枚ですね。 今月も前月に引き続き背景＆装飾イラストはWEB チームの新人スタッフさんの筆による

ものです。ハロウィン仕様のチャーミングなイラストをありがとうございます！

コラム ：雑学の雑学

今、皆様がお読みになっている社外報の記事作成や会社の朝礼での挨拶、日常生活での何気ない会話を

潤滑かつ面白く進める為にネット上で季節や時候に合った雑学を検索して活用されておられる方も多いと

思います。「世の中にはよくこんなことを知っている人がいるもんだなぁ」と驚いたり感心したりすることも

多いですが、実はネット上で盛んに提供されている雑学はあるシリーズ本がその大半のネタ元となっています。

その本のタイトルは「雑学おもしろ百科」（1982～83年 角川文庫刊 全１２巻）。監修・編著者は日本SF界の

巨匠、故・小松左京先生。近年では代表作のひとつ「復活の日」が現在のコロナ禍のパンデミックを予見した

小説として再び脚光を浴びて、新装版が複数の出版社から発売されいずれの版もベストセラーとなっています。

SF小説を書くために培った豊穣な知識を活かした前述の雑学おもしろ百科シリーズは一冊に約 450本の

雑学を読みやすく軽妙な文体で文庫サイズに収録した内容で発刊当時ロングセラーとなりました。筆者も学校

の図書室でこのシリーズに出会い、むさぼるように読みました。現在は残念ながら絶版ですが、今でもネット

古書店やメルカリなどで一冊４００円ほどから入手は可能です。時代の変化で古びてしまった雑学もあるもの

の、今読んでも軽快な文体にクスリと笑いつつその多方面にわたる知識量に圧倒される本ですので、

ぜひ読んでみてください！


